
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当施設は、            をモット 

ーとした総合福祉施設です。サークルメンバー

は、ユニットリーダーを中心として機能訓練指

導員、ケアマネジャー、看護師、介護士、相談

員で構成され、サポートメンバーとして、嘱託

医師にも参加して頂いています。 

問題・課題選定シートと問題・課題絞込みシー

トを使い、施設長方針をもとに幅広く洗い出し

た問題・課題の中から優先度の最も高いものを

選択し、テーマを決めました。 

　 仮テーマ

◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 36

○ ◎ ○ ○ ○ △ ○ ◎ 26

◎ ○ ○ ◎ ◎ △ ○ ○ 28

○ △ ○ △ ○ △ ○ ○ 18

◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26

◎ ○ △ ○ △ △ ○ ○ 20

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 評価項目
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B M E B M E B M E B M E B M E

脇本 高橋 計画

吉川 中島 実績

高橋 小嶋 計画

中島 日高 実績

小嶋 徳永 計画

日高 北潟 実績

徳永 加藤 計画

北潟 佐藤 実績

加藤 脇本 計画

佐藤 吉川 実績

脇本 高橋 計画

吉川 中島 実績

高橋 小嶋 計画

中島 日高 実績

小嶋 徳永 計画

日高 北潟 実績

効果確認

標準化・管理の定着

現状把握・目標設定

7

6

3

5

4 要因解析

対策案の検討実施

ステップ
リーダー

1

活動ステップ

2

テーマ選定

活動計画

サブ
リーダー

９月
計画/実績

５月 ６月 ７月 ８月

ステップリーダー ステップリーダー＋ステップスライドを採用

<会合回数>
・テーマの選定：3回
・現状把握・目標設定：6回
・活動計画：2回
・要因解析：6回
・対策案の検討実施：7回
・効果確認：3回
・標準化・管理の定着：3回

①ユニットごとの歩行状況 

歩行可能な入居者は、歩行訓練が出来ているの

に車イスの入居者はあまり歩行訓練をしていま

せんでした。 
②ケアプランとモニタリングの歩行状況 

ケアプランの短期目標に歩行目標値が挙げられ

ていますが、実際の移動手段は車イスが多く、

歩行距離は伸ばせていない状態でした。 
③移動回数と移動時間 

入居者の 1 週間の行動範囲、移動内容、移動

時間を調べたところ、日常生活行動が大半で、

機能訓練歩行があまりみられませんでした。 

「ステップリーダー＋スライ

ド制」を取り入れて、ＱＣサー

クルメンバーそれぞれがレベ

ルアップを図るよう、全員が目

標を掲げて取り組むことにし

ました。 

④歩行訓練の理解度 

入居者の歩行訓練の重要性の理解度をみると、

約半数がその重要性について理解不足であると

みてとれました。 
⑤歩行距離のヒストグラム 

歩行可能者の実測歩行値は、歩行ケアプランの

目標値を下回っていました。日常生活の必要性

のある移動のみの歩行でした。 
 
 

「明るく、楽しく最後まであきらめない！」を

合言葉に、特性ごとに要因の取りまとめ、担当

者を決めて全員でブレーンライティング法を行

い、要因解析を行いました。 

人 物
設
備

方
法

項　目 詳　細 結果

1 ● ● ○

2 ● ● ○

3 ● ● ×

4 ● ○

5 ● ● ×

6 ● ● ○



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1-1
季節が感じられる自然のある場所に外出して頂く企
画を立てる

○ ○ ○ 採

1-2 施設周辺の歩行ルートを考え地図を作成する ○ ○ ○ 採

1-3 目標達成できるように段階的な目標を作る ○ ○ ○ 採

1-4
身体機能に合わせた機器を使用し24時間軸に構
成する

○ ○ ○ 採

1-5 歩行器、介護機器用品を用途別に配布する ○ ○ ○ 採

1-6 毎週木曜日に勉強会を行う ○ ○ ○ 採

1-7 歩行訓練を行えたらチェックリストにチェックする ○ ○ ○ 採

1-8 個別機能訓練マニュアルを作成する ○ ○ ○ 採

1-9 余暇活動にリハビリなどの参加を企画する ○ ○ ○ 採

2-1 身体機能に合わせてイベント参加を分ける ○ ○ ○ 採

2-2 いつどこでイベントがあるかお知らせを掲示する ○ ○ ○ 採

2-3
参加意欲のもてるようどんな企画をもとめているの
か意見をまとめる

○ ○ ○ 採

2-4
ふれあいホールに写真展や絵画展など足を運んで
頂けるようなイベントを企画する

○ ○ ○ 採

2-5 疑似体験する歩行で達成感をもって頂く ○ ○ ○ 採

2-6 歩行器具を機器別に種類を多く用意する ○ ○ ○ 採

2-7 介護機器メーカーから新商品のデモをレンタルする ○ ○ ○ 採

方策案

方策案

方策展開型系統図の方策案から以下の対策を実

施したことにより、歩行訓練の重要性が理解さ

れ歩行する機会が増えてきました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方策展開型系統図の方策案から以下の対策を実

施したことにより、伊吹山登山の何合目を目指

しているか明確になりました。 

また、歩行訓練に対する重要性、緊急性、必要

性も理解され設備、訓練機器、訓練方法がケア

プランのモニタリングにも顕著にみられるよう

になりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対策したことが継続できるように５Ｗ１Ｈで定

着を図りました。また、得られた改善結果を水

平展開し、改善効果の拡大を図りました。 

歩行訓練の重要性
をお伝えする

ユニット
各フロア

加藤 各種メディアなど活用する 脇本 ＯＫ なし

機能訓練の意欲向
上

ユニット
各フロア

小嶋
入居者のやる気を引
き出すため

他職種連携で入居者へアプ
ローチをする

高橋 ＯＫ なし

訓練時間の充実 9月22日 機能訓練室 徳永
日常生活のリズムに組
み込むため

24時間シート日課表の中で生
活の一部として有効活用する

加藤 ＯＫ なし

訓練方法の定着 9月20日
ユニット
各フロア

全員 周知徹底のため
機能訓練指導員の勉強会の
充実

小嶋 ＯＫ なし

訓練プログラム 9月25日 機能訓練室 脇本
ケアプランが未達成の
ため

モニタリングのレビュー、再評
価をする

徳永 ＯＫ なし

水平展開 毎月
ユニット
各フロア

全員 効果拡充のため 他職種への横展開をする 佐藤 ＯＫ なし

下肢筋力の維持向
上

9月19日 機能訓練室 佐藤
下肢筋力の低下のた
め

歩行援助用具の効果的活用
する

高橋 ＯＫ なし

QC回覧板 困った時 日常的に 全員
問題を早急に解決す
るために

疑問・意見などを記入し情報
を共有

脇本 ＯＫ なし

ステップ 良かった点 反省点 今後の進め方

テーマ選定
介護力向上を取り入
れたこと

上位方針に沿って挑
戦する

活動計画
ステップスライドを採用
できた

ステップリーダーを活
用する

数値目標が明確にで
きた

データどりマトリックスに
戸惑った

スキルアップする目標
設定をする

要因解析
真の要因を探る方策
展開系統図ができた

3次、4次要因に時間
がかかった

より効果的な要因解
析をする

16項目の対策案が抽
出できた

多面的な方策案を検
討する

効果確認
各項目で効果の検証
レビューができた

継続的な改善やその
成長を目指す

ステップ 良かった点 反省点

テーマ選定

活動計画

要因解析

多方面からも客観的アプロー
チができた

方策案の抽出が難しかった

効果確認
サポートメンバーの活動が顕
著だった

対策が終わって安心し、その
後の活動が遅れがちであった

チームリーダー・サポートメン
バーでユニット各フロアで力量
の差がみられらた

問題解決の手順ステップごとに良かった点、反

省点をメンバーで話し合い表のようにまとめま

した。今後はＰＤＣＡサイクルをさらにより効

果的にスキルアップしていきます。 


